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◎大規模な強化学習問題に対する階層化モデルの提案

【特徴】

１．方策勾配法(Williams’92)を使用

環境ダイナミクス，方策，報酬に関するマルコフ性は要求しない

方策の表現が柔軟・・・ヒューリスティクスの活用

２．状態・行動の階層化・・・内部報酬の代わりにサブゴールを方策中に設定

３．粗視化，記号化を統一的に扱う・・・空間分割，タスク分割に対応

４．階層別の部分学習と全体の同時学習の両方が可能・・・全体の最適化
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方策パラメータの学習則
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＊ｎ層モデル，マルチエージェント系へ
そのまま拡張可能

用いた方策中のパラ
メータだけを更新！

確率的勾配法

方策 ( ), , ;t t ta s h gτπ θ

( ), ;a s hτ τ τπ θ′ ′ ′ ′ ′方策

σ

σ’ エピ
ソード

サブゴール

両層エピソードの
出現確率の勾配

特徴的適正度
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